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保健体育【体育分野】 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

A　体つくり運動 【知識】
体を動かす楽しさや心地よさを
味わい、体つくり運
動の意義と行い方、体の動きを
高める方法などを理解してい
る。

自己や仲間の課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。

体つくり運動に自体的に取り組
むとともに、互いに助け合い教
え合おうとすること、一人一人
の違いに応じた動きなどを大切
にしようとすること、話合いに貢
献しようとすることなどをした
り、健康・安全を確保したりして
いる。

B　器械運動 【知識】
技の名称や行い方、運動観察
の方法、体力の高め方などに
ついて理解している。
【技能】
　マット運動では、回転系や巧
技系の基本的な技を滑らかに
安定して行うこと、条件を変え
た技や発展技を行うこと及びそ
れらを構成し演技することがで
きる。

技などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

器械運動に自主的に取り組む
とともに、よい演技を讃えようと
すること、互いに助け合い教え
合おうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどをした
り、健康・安全を確保したりして
いる。

C　陸上競技 【知識】技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観察の方
法などについて理解している。
【技能】
短距離走・リレーでは、中間走
へのつなぎを滑らかにして速く
走ることやバトンの受渡しで次
走者のスピードを十分高めるこ
とができる。
長距離走では、自己に適した
ペースを維持して走ることがで
きる。
走り高跳びでは、リズミカルな
助走から力強く踏み切り滑らか
な空間動作で跳ぶことができ
る。

動きなどの自己や仲間の課題
を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るととともに、自己の考えたこと
を他者に伝えている。

陸上競技に自主的に取り組む
とともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大
切にしようすること、自己の責
任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなど
をしたり、健康・安全を確保した
りしている。

D　水泳 【知識】
技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法など
について理解している。
【技能】
　クロールでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができる。
　平泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができる。
　背泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで泳ぐことができる。
　バタフライでは、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、安
定したペースで泳ぐことができ
る。
　複数の泳法で泳ぐこと、又は
リレーをすることができる。

泳法などの自己や仲間の課題
を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

水泳に自主的に取り組むととも
に、勝敗などを冷静に受け止
め、ルールやマナーを大切にし
ようすること、自己の責任を果
たそうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどをした
り、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

（1）運動の合理的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを味わ
い、生涯にわたって運動を豊か
に実践することができるように
するため、運動、体力の
必要性について理解するととも
に、基本的な技能を身に付ける
ようにする。
（2）運動についての自己や仲
間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて思考し判断すると
ともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。
（3）運動における競争や協働
の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責
任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯に
わたって運動に親しむ態度を
養う。

E　球技 【知識】
技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法など
について理解している。
【技能】
　ゴール型では、安定したボー
ル操作と空間を作りだすなどの
動きによってゴール前への侵
入などから攻防をすることがで
きる。
　ネット型では、役割に応じた
ボール操作や安定した用具の
操作と連携した動きによって空
いた場所をめぐる攻防をするこ
とができる。
　ベースボール型では、安定し
たバット操作と走塁での攻撃、
ボール操作と連携した守備な
どによって攻防することができ
る。

攻防などの自己やチームの課
題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えている。

球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよ
うとすること、作戦などについて
の話合いに貢献しようとするこ
と、、一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・
安全を確保したりしている。
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武道に自主的に取り組むととも
に、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を大切にしようとする
こと、自己の責任を果たそうと
すること、一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどをしたり、健康・
安全を確保したりしている。

ダンスに自主的に取り組むとと
もに、互いに助け合い教え合お
うとすること、作品や発表など
の話合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じた表
現や役割を大切にしようとする
ことなどをしたり、健康・安全を
確保したりしている。

H　体育理論
文化としてのスポーツの意義

【知識】
文化としてのスポーツの意義に
ついて理解している。

文化としてのスポーツの意義に
ついて、自己の課題を発見し、
よりよい解決に向けて思考し判
断するとともに、他者に伝えて
いる。

文化としてのスポーツの意義に
ついての学習に自主的に取り
組もうとしている。

（1）運動の合理的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを味わ
い、生涯にわたって運動を豊か
に実践することができるように
するため、運動、体力の
必要性について理解するととも
に、基本的な技能を身に付ける
ようにする。
（2）運動についての自己や仲
間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて思考し判断すると
ともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。
（3）運動における競争や協働
の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責
任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯に
わたって運動に親しむ態度を
養う。

G　ダンス 【知識】
ダンスの名称や用語、踊りの特
徴と表現の仕方、交流や発表
の仕方、運動観察の方法、体
力の高め方などについて理解
している。
【技能】
現代的なリズムのダンスでは、
リズムの特徴を捉え、変化とま
とまりを付けて、リズムに乗って
全身で踊ることができる。

表現などの自己や仲間の課題
を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。

F　武道 【知識】
伝統的な考え方、技の名称や
看取り稽古の仕方、体力の高
め方などについて理解してい
る。
【技能】
　剣道では、相手の動きの変化
に応じた基本動作や基本とな
る技を用い
て、相手の構えを崩し、しかけ
たり応じたりするなどの攻防を
することができる。

攻防などの自己や仲間の課題
を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

健康な生活と疾病の予防につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。

健康と環境 健康と環境について、課題を発
見し、その解決を目指した学習
に自主的に取り組み、理解でき
るようにする。

　身体には、環境に対してある
程度まで適応能力があること。
身体の適応能力を超えた環境
は、健康に影響を及ぼすことが
あること。また、快適で能率の
よい生活を送るための温度、湿
度や明るさには一定の範囲が
あることを理解している。
　飲料水や空気は、健康と密接
な関わりがあること。また、飲
料水や空気を衛生的に保つに
は、基準に適合するよう管理す
る必要があることを理解してい
る。
　人間の生活によって生じた廃
棄物は、環境の保全に十分配
慮し、環境を汚染しないように
衛生的に処理する必要がある
ことを理解している。

健康と環境に関する情報から
課題を発見し、その解決に向け
て思考し判断しているとともに、
それらを表現している。

健康と環境についての学習に
自主的に取り組もうとしている。

健康な生活と疾病の予防につ
いて、課題を発見し、その解決
に向けて思考し判断していると
ともに、それらを表現している。

保健体育【体育分野】 第３学年
健康な生活と疾病の予防 健康の成り立ちと疾病の発生

要因および生活習慣と健康に
ついて、課題を発見し、その解
決を目指した学習に自主的に
取り組み、理解できるようにす
る。

　感染症は、病原体が主な要
因となって発生すること。また、
感染症の多くは、発生源をなく
すこと、感染経路を遮断するこ
と、主体の抵抗力を高めること
によって予防できることを理解
している。
　健康の保持増進や疾病の予
防のためには、個人や社会の
取組が重要であり、保健・医療
機関を有効に利用することが
必要であること。また、医薬品
は、正しく使用することを理解し
ている。


